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こ
の
吉
、
山
門
、
福
等
、
ま
た
環
建
物
と
回
日
幽
遣
を
弔
し
て
名
勝

ω
最
善
良
叩
由
円
が
あ
り
、
そ
の
他
一
近
所
で
注
思
を
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
一

く
:
子
τ

コ
古
く
か
ら
い
し
て
は
、
開
山
笠
、
観
音
虫
、
毘
沙
門
名
を
は
ず
か
し
め
ま
せ
ん
。
盤
民
同
師
の
筆
跡
、
州
像
そ
の
他
数
百
一
も
し
被
害
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
周
一

…
?
?
読
ま
の
と
こ
ろ
堂
な
ど
が
樹
々
の
緑
に
問
ま
れ
て
建
つ
ま
う
の
寺
島
で
あ
る
室
内
…
の
宝
物
言
っ
て
、
寺
の
重
み
宣
言
そ
の
ま
ま
に
し
て
す
ぐ
w

二

一

山

麟

早

朝

に

あ

っ

た
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お

り

ま

す

。

と

時
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ま

す
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暴
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一
迷
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許
一

市

山
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α
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で
す
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、
吉
国
間
、
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上
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間
半
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町
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予
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を
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を
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を
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藤
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し
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史
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一

l

i

一

と
こ
ろ
が

Hぷ
ど
っ

HE判
と

し

一

の

が

あ

る

の

か

一

事

故

O
の
旦
を
設
け
た
担
旨
と
同
一
忘
れ
て
い
た
と
か
、
戸
締
り
を
十
分
に
一
件
で
払
少
な
く
す
る
た
め
に
、
併
さ
ん
一
寸
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
」
一

で
つ
く
る
ご
さ
つ
円
μ
は
、
ま
だ
三
次
の
十
三
霊
山
が
許
可
に
な
っ
て
ど
じ
ょ
う
に
、
せ
め
て
一
日
だ
け
で
を
ー

τて
な
か
っ
た
た
め
に
被
告
に
か
か
っ
一
と
差
京
ガ
ツ
チ
リ
手
岳
山
一
九
日
み
一
一
一
一

般
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
許
可
が
与
え
百
三
る
果
吉
で
す
。
一
の
臼
に
犯
罪
発
生
し
な
い
よ
う
に
と
て
お
り
ま
す
o

お
互
い
一
人
人
が
も
一
よ
い
川
る
い
郷
土
主
き
た
い
と
日
一
「
雑
音
な
く
そ
う
し
一

れ
て
い
ま
せ
ん
υ

ち
ょ
っ
と
川
高
に
一
う
め
問
、
ま
た
た
び
凶
、
い
ち
ご
洲
一
員
い
か
ら
詰
す
る
も
の
で
す
。
な
一
一
つ
少
し
注
一
息
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
被
告

E90

一
軍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
こ

と
思
っ
て
つ
く
っ
て
も
、
す
ぐ
円
税
法
一
と
ち
凶
、
し
そ
甲
山
、
さ
ゐ
な
し
円
一
に
も
二
の
五
H
に
限
ら
す
、
白
日
何
日
一
の
半
分
以
上
が
防
げ
る
わ
け
で
す
。
二
、
六
月
中
に
大
州
問
辛
口
内
で
八
一
で
あ
と
わ
ず
か
;
:
各
自
主
の
一

芸
反
こ
か
か
り
ま
す
。
一
く
こ
酒
、
く
わ
酒
、
な
つ
み
か
ん
一
が
「
犯
告
の
日
」
で
あ
っ
て
欲
し
い
一
白
お
私
た
ち
の
身
辺
か
な
と
こ
ろ
一
川
件
の
初
出
が
あ
り
ま
し
た
υ

一
て
の
一
品
が
テ
レ
ビ
、
ラ
ヅ
ォ
で
実
理
工

そ
れ
わ
は
五
で
つ
く
っ
て
も
よ
い
一
問
、
す
も
も
酒
、
ぐ
み
刊
に
ん
に
く
一
も
の
で
す
が
、
世
は
な
か
な
か
そ
う
一
で
忠
わ
ぬ
出
や
事
長
昔
、
な
け
一
一
っ
ち
、
八
一
日
山
九
円
三
日
戸
山
口
」
川
町
引
U
M円
山
町
立
一

色
山
め
ら
れ
た
果
石
に
は
と
ん
な
も
一
回
、
か
り
ん
一
品
Q

(

布
税
喜
)
一
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
さ
か
な
し
ん
で
い
る
方
も
あ
り
ま
す
。
一
白
川
?
に
す
る
と
き
は
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7長
一
す
o
そ
ん
な
と
き
、
テ
レ
ビ
や

3
工

i

l

l

一
こ
の
程
の
う
ち
で
最
き
い
の
が
一
こ
の
よ
う
た
五
!
な
で
き
こ
と
を
二
込
町
主
主
く
な
ど
し
て
、
企
に
雑
草
入
っ
て
刊
で
く
児
ら
れ
な
い
一

1
1
ま
司

1
手
)
)
3
2
一
議
事
件
て
そ
平
分
以
上
(
三
八

T
I
l
l
-
-
l
I
l
l
-
J一

同
か
れ
な
い
と
し
た
ら
こ
ん
主
将
一

五
ド
尚
三
社
調
C
G
f円
佐
一
年
中
、
ぃ
一
八
一
%
)
が
「
カ
ギ
」
を
か
け
一
一
一
こ
と
数
年
来
日
本
の
経
済
は
め
ざ
ま
し
い
言
を
と
げ
一
つ
こ
在
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

2
4

ー

一

i

l

二
て
を
ま
し
た
が
、
農
業
と
他
皇
と
の
所
得
の
格
差

2
二
な
警
は
な
ん
と
し
て
も
な
く
し
た
い
一

一

意

外

に

多

い

不

注

意

事

故

一

E

新
潟
地
民
の
一
一
一
る
し
く
、
農
業
経
常
の
近
代
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
二
も
の
で
す

o

し
か
し
、
ち
ょ
っ
主
つ
一

一
金
書
に
は
日
を
一
-
一
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
o

本
年
は
大
洲
農
業
高
一
て
く
だ
さ
い
o

語
源
佳
品
外
に
あ
な

一
室
で
は
、
財
五
日
を
「
犯
罪

0
1取

締
り
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
o
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能

力
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夜

;

の

が

あ

二

一

五

計

目

当

日

一

一

一

四

一

品

目

的

…

四

日

わ

二

れ

即

日

目

U
H
m
u日
比

せ

ん

一
の
日
」
と
宮
て
会
一
色
売
を
あ
げ
て
一
「
犯
罪

0
2と
い
う
の
は
「
交
一
襲
が
り
実
に
同
情
一
一
一
だ
く
よ

5
、
欠
の
よ
う
に
計
両
し
て
お
り
ま
す
。
開
講
は
一
二
一
度
宅
信
号
調
べ
て
み
ま
し

一
。
濯
数
に
た
え
な
い
と
二
一
九
月
か
ら
の
予
定
で
、
要
項
は
、
決
定
次
支
洲
農
産
二
主
っ
。

一
党
七
こ
ろ
で
す
が
、
て
一
業
普
及
所
、
公
民
館
、
そ
の
他
を
通
じ
て
ご
案
内
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し
一

0
も
し
翌
日
が
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た
ら
l
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融
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円
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指
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幅
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、
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十
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円

に
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げ
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た
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万
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件
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り

i
F
iし

一
め
、
問
団
員
と
し
て
十
五
年
以
上
一
す
る
問
題

F
l王
事
者
の

j
る
新
こ
と
に
よ
る
」
一
一
一

O
期

間

三

十

九

年

九

月

t
四

十

年

一

一

月

一

二

百

直

滑

川

》

た

0
2、
病
気
の
た
め
辞
職
し

l
z首

委
員
の
が
一
勤
続
し
て
退
転
し
た
者
に
、
そ
の
朽
一
ヵ
国
か
れ
ま
し
た
。
一
ま
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し
い
こ
と
で
一
一
一

O
場

所
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業

高
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れ
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災
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、
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(
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民

(

副

議

長

)

一

一

責

森

ま

す

一

一

ι1印
刷
附
る
野
菜
栽
培
の
問
題
点
二
島
根
そ
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た
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も
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の
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円
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日
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の
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て

れ

ぞ

れ

選

出

し

ま

し

た

一

災

宇

コ

一

一

の

五

お

一

一

一

重

ね

重

ね

ご

護

で

す

が

、

あ

な

た

料
八
十
五
万
円
、
誇
往
左
大
洲
一
十
五
円
な
ど
が
お
も
な
も
の
)
町
芝
が
一
身
上
の
つ
ご
う
を
理
由
に
一
ま
た
病
気
の
た
め
辞
応
し
た
中
喜
一
一
眠
、
心
絞
計
臥
町
一
一
こ
の
地
震
災
害
に
対
す
主
主
主
一
品
川
地
の
県
支
部
屋
刊
し
、
互
の
霊
を
お
よ
せ
川
た
だ
き
被
災
苫

〈
門
庁
舎
建
日
空
白
十
万
一
番
望
智
正
改
正
一
辞
表
を
貴
重
の
結
果
、
議
長
に
一
日
氏
暗
任
苦
言
に
情
似
一
一
一
糊
地
〈
口
お
口
口
一
っ
た
と
こ
ろ
ぷ
な
さ
ん
か
ら
阻
む
一
災
者
の
一
掃
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
ま
一
の
更
生
二

Z
Lた
い
と
思
い
ま
す
か

、
有
線
収
、
J

川
市
川
会
五
十
九
万
三
一
(
大
洲
e

喜

奈

川

生

事

務

犯

行

の

一

上

川

灯
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須

市
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九

歳

)

一
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荒

川

一

同

情

が

よ

せ

ら

れ

、

表

の

よ

う

に

凹

十

し

た

。

こ

こ

に

状

口

け

し

尽

く

わ

い

市

し

上

同

川
、
民
生
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と
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摂
に
み
な
さ
ん

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

UB ヰァ 102号

課

日発

事
叩
了
間
に
化
い
っ
ぱ
い
μ
を
め
ざ
す
喜
一
羽
生
育
て
楽
し
む
市
民
活
動
と
し
て
一
会
、
青
長
、
ほ
場
、
一
般
へ
の
団
子

Z
凶
一
一
勃
は
、
美
し
い
州
主
を
打
て
、
市
刊
の
一
市
附
す
る
ヤ
)
と
を
目
怖
い
に
し
て
い
ま
す
一
白
木
配
布
な
ど
む
で
な

aM十町民川。

同
川
二
山
川
川
皆
川
か
に
し
、
ひ
い
て
は
青
少
年
一
運
動
の
中
心
で
あ
ろ
同
委
員
会
で
は
と
く
に
山
民
主
同
校
の
ご
協
力
で
、
主
山

総
(
二
の
犯
主
的
の
山
古
ち
な
る
よ
う
に
一
年
間
の
一
事
長
-1川
に
も
と
づ
き
、
栽
培
一
の
花
五
時
(
サ
ル
ビ
ャ
、
五
位
ト
ウ
ガ

i

一
と
、
ど
の
ほ
に
も
、
ど

ω生
地
に
L
U
・
一
法
丸
山
の
前
相
会
、
附
一
小
川
与
の
民
一
爪
即
売
ラ
シ
、
ペ
チ
ユ
ニ
ヤ
、
一
段
け
い
と
う
、

市?別

編

大

必引
~~越
国 住 さ

手 民 民 ず れ
続年登 た
き金録 と
をのと き

は

6J=J末市の人口

41.843 

男 20目082

女 21.761

世帯数 ヲ824

面積 240.93平方

キロメートル

口入

之"'=士
ヱミ

防団員に退職報償金

=定例市議

ぬ
夏
休
み
に
も
花
壇
の
子

入
れ
を
す
る
三
善
小
児
童

生
徒
(
下
は
同
小
の
温
室
)

補正予算など15議案可決



名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
o

r

心
力
一
ゲ
切
一
入
け
ら
れ
ま
せ
ん
υ

(

受
一
タ
イ
ヤ
ル
を
回
し
か
け
た
が
、
呼
び
③
相
ー
か
話
し
巾
の
た
め
び
出
し
、
山
に
は
、
い
一
な
ら
れ
る
こ

一
食
断
券
引
円
交
付
は
い
た
し
ま
せ
ノ
ペ
け
る
号

ιh料
と
ぢ
り
ま
す
。
)
一
一
区
一
出
し
て
い
る
の
に
摺
寸
が
出
な
い
の
め
氾
方
が
出
な
い
と
に
江
り
ま
す
。
忙
が
し

H
H空

一
か
ら
以
扱
い
に
ご
法
子
、
売
さ
い
。
一
な
お
、
蓄
の
点
は
、
巳
険
衛
生
一
一
一

U

一
言
一
っ
て
し
さ
っ
と
い
っ
た
こ
ド
在
、
⑤
相
手
前
プ
リ
川
に
引
込
む
は
、
必
ず
事
ゼ
た
し
か
め
て
ダ
イ

一
⑧
話
ま
た
は
注
目
長
与
や
す
~
一
明
治
主
市
川
に
お
た
寸
ね
く
だ
さ
い
一
札
誠
一
極
若
一
ぎ
た
に
も
ご
話
す

F

け
と
思
い
ま
す
な
ど
の
告
が
あ
り
子
。
こ
の
-
つ

1
2
5白
尾
直
で
す

一

l
i
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
J
区
一
医
デ
恥
一
止
一
と
こ
九
て
こ
ん
さ
さ
い
な
た
バ
石
川
出
現
い
は
お
れ
一
μ
ダ
イ
ヤ
円
番
も
品
川
活
き
の
う
%
で
す
。

一
ら
間
一
計
一
一
1

一
時
新
調
一
沖
分
一
で
も
な
い
よ
う
ん
仙
こ
と
が
、
「
電
話
の
ル
の
し
か
た
が
よ
く
な
い
の
か
版
図
こ
れ
か
ら
は
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
泊
請
が

一

千

円

判

円

一

に

よ

る

議

薬

散

布

一

Y
一

i
日
一
時
い
川
一
印
刷
一
日
日

U
U
Hげ
N
H
u
r
m

で
ム
ダ
な
ダ
イ
ヤ
ル
を
し
て
い
る
ど
ん
ど
ん
泊
え
る
よ
う
に
す
守

一

五

以

ベ

二

紘

一

見

一

語

一

引

J
て

い

る

と

ど

ぷ

電

苦

を

有

効

に

紳

ご

つ

に

は

一

イ

モ

チ

病

、

二

化

メ

イ

虫

一

計

象

一

別

「

干

l

一
昨
す
れ
れ
o

ム
ダ
な
れ

h
「
バ
リ

F

E

月

一

一

メ

一

一

町

一

関

口

日

日

函

閉

山

ら

な

い

電

活

」

と

な

け

ま

す

の

で

、

ダ

タ

イ

ヤ

ル

は

正

し

く

回

し

ま

し

上

う

十
七
月
L
L

伺
か
ら
の
高
温
で
イ
一
一
し
ナ
病
一
ら
四
七
O
円
で
精
一
引
で
き
、
省
力
防
除
一
」
削
一
巧

η
η
あ
一
候
業
一
イ
ヤ
ル
ば
正
し
く
回
す
よ
う
に
い
た
し

年
こ
の
た
び
の
院
議
は
、
医
師
会
下
ろ
こ
と
と
お
も
い
去
す
が
、
以
下
そ
か
一
平
二
月
一
一
十
一
け
ま
で
で
す
。
一
な
ど
が
書
長
生
し
て
け
る
の
で
、
一
の
民
主
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
地
一
日
下
l

ー

l

i
一転

f
ま
し
ょ
う
o

と
い
-
つ
こ
と
に
な
り
手
。
が
、
市
外
局
番
む
忘
れ
な
い
よ
っ
に

T
L訪
問

問

H
2即

時

船

一

町

一

川

二

日

引

用

一

人

一

目

り

と

一

知

れ

れ

時

一

」

日

開

7
q
t医

長
刊
一
一
糊
一
開
設
計
一
山
一
@
刊
な
ダ
イ
ヤ
ル
は
お
互
い
に
損
で
日
計
三
に
ぜ
ひ
お
願
い
し
い
吐
い
と
喜
は
つ
な
が
り
ま
せ

耽
一
部
市
首
で
」
J
d

か

な

い

手

。

一

一

@

診

断

の

巳

時

間

に

つ

い

て

は

、

日

正

。

一

か

ら

の

一

い

宅

イ

モ

号

室

前

に

発

I
l
l
i
-
-
1

一
需
の
目
的
を
達
し
な
い
「
か
か
り
@
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
前
ご
苫
芝
山
か
め
松
山
市
子
へ
か
け
る
場
合
に
は

『
一
診
断
法
年
八
旦
息
子
一
月
一
制
限
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②
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